
然
解
散
す
る
事
に
決
し
八
日
穂
會
を
開
き
て
協
議
し
た
る
結
果
全
會
一
致
を

以
て
解
散
を
決
議
し
近
々
櫻
花
練
爛
の
日
を
卜
し
て

▲
盛
ん
な
る
解
散
の
式
を
畢
ぐ
る
筈
な
る
が
此
種
の
事
は
往
々
誤
謬
を
博
ヘ

ら
れ
易
き
を
以
つ
て
其
明
瞭
な
る
理
由
は
追
て
焚
表
す
る
趣
な
り
右
に
就

き
て
同
會
の
主
脳
た
る
＿帝
室
技
藝
員
黒
田
清
輝
氏
の
座
談
を
聞
く
に
「
白
馬

會
は
現
在
外
國
に
在
る
者
と
地
方
の
者
と
を
合
し
て
會
員
一
＿
一
十
餘
名
で
四
月

に
は
久
米
桂
一
郎
三
宅
克
己
氏
等
が
蹄
朝
す
る
賀
は
此
人
々
が
蹄
朝
し
て

か
ら
會
の
所
思
を
天
下
に
焚
表
し
て
解
散
す
る
と
云
ふ
が
全
會
の
意
思
で
あ

る
そ
こ乃

で
主
な
る
理
由
と
云
ふ
は
現
今
會
員
中
の
者
に
は
大
分
抜
群
の
技
個
を

有
す
る
者
も
出
来
思
想
の
愛
遷
も
累
ね
た
の
で
私
共
が
営
初
期
し
た
事
も
著

々
有
終
の
美
果
を
牧
め
た
様
で
あ
る

し
ら

誓
へ
ば
我
々
は
油
聾
と
は
何
歴
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
知
し
め

か

う

い

ふ

る
時
代
に
起
り
壷
家
と
は
斯
う
云
も
の
で
展
覧
會
は
斯
様
云
風
に
し
て
開
く

も
の
と
嗚
呼
し
乍
ら
其
等
の
標
準
を
示
す
為
め
に
主
義
主
張
を
以
て
此
園
燈

を
績
け
て
来
た
所
が
二
三
年
以
来
私
共
の
希
望
し
て
来
た
公
設
展
覧
會
も

設
立
さ
れ
私
共
の
會
員
の
大
多
敷
は
外
國
で
學
ん
で
来
た
人
々
と
な
り
今
は

か

の

な

く

そ

れ

に

彼
標
準
を
示
す
必
要
も
無
な
っ
た
加
之
世
間
の
人
に
も
油
箱
が
好
く
解
得

さ
れ
同
時
に
鑑
識
力
も
一
般
に
進
め
ば
製
作
品
を
見
せ
る
場
所
も
立
派
に
出

来
上
つ
て
居
る
さ
れ
ば
此
時
に
嘗
つ
て

▲
各
壼
家
の
特
長
を
示
す
に
は
園
騰
よ
り
も
個
人
的
に
す
る
方
が
適
嘗
で
は

あ
る
ま
い
か
元
来
聾
家
は
個
人
の
利
盆
と
か
名
啓
と
か
は
不
問
に
し
て
只

管
美
術
と
云
ふ
も
の
に
向
つ
て
一
身
を
捧
ぐ
可
き
も
の
で
あ
る
が
園
橙
は
兎

角
誤
認
さ
れ
易
い
そ
れ
で
あ
る
か
ら
終
り
は
後
進
を
誤
り
自
分
を
誤
る
結

果
を
生
じ
は
す
ま
い
か
氣
遣
れ
る
叉
私
共
が
明
る
い
時
勢
に
適
合
し
た
書
一

を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
主
義
は
今
で
は
甕
界
の
風
潮
と
な
っ
て
居
て
最
早

圏
植
的
の
研
究
を
侯
な

い
の
で
白
馬
會
が
特
に
織
績
し
て
仕
事
を
す
る
必
要

こ

れ

お

の

／
＼

は
な
い
の
で
あ
る
故
に
爾
後
か
ら
は
各
志
の
赴
く
所
に
従
っ
て
駿
足
を
伸

す
時
代
で
は
あ
る
ま
い
か
と
云
ふ
の
が
今
回
解
散
す
る
に
至
っ
た
理
由
で
有

る
併
し
相
談
す
る
と
か
遊
ぶ
と
か
と
云
ふ
意
味
に
於
て
此
會
を
存
績
す
る

は
又
別
問
題
で
あ
る

〔」〕

猶
此
會
の
創
立
者
は
久
米
、
小
代
、
安
藤
、
佐

野
、
岩
村
、
故
山
本
、

合
田
、
吉
岡
、

長
原
、

藤
島
、

湯
浅
、
白
瀧
、
小

林
、
中
澤
、
北
、
和
田
（
英
）
、
岡
田
、
和
田
（
三
）
等
の
諸
氏
で
あ
る

な
お
、
旧
白
馬
会
の
中
沢
弘
光
、
山
本
森
之
助
ら
比
較
的
若
手
の
画
家
た
ち

は
翌
四
十
五
年
六
月
に
光
風
会
を
結
成
し
、
第
一
回
展
を
開
く
。
一
方
、
黒
田

清
輝
、
岩
村
透
ら
は
大
正
二
年
三
月
に
洋
画
家
を
中
心
と
す
る
国
民
美
術
協
会

を
結
成
し
、
他
の
分
野
の
美
術
家
も
糾
合
し
て
新
た
な
団
体
活
動
を
始
め
る
。

⑭

ア
プ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
覧
会
・
後
期
印
象
派

明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
日
と

二
十
一
日
の
両
日
、
本
校
日
本
画
科
、
西
洋

画
科
の
生
徒
有
志
一
六
名
は
本
郷
の
帝
国
大
学
前
の
喫
茶
店
。ハ
ラ
ダ
イ
ス
で
ア

プ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
覧
会
を
開
い
た
。
岡
畏
三
郎
は
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て

「
後
期
印
象
派
の
影
響
を
う
け
た
人
々
の
グ
ル
ー
。フ
展
と
し
て
は
最
も
早
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
」
（
「
明
治
末
年
に
於
け
る
八
新
傾
向
＞
に
就
い
て
」
『
美
術
研
究
』

一六

0
号
。
昭
和
二
十
六
年
三
月
）
と
言
い
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
陰
里
鉄
郎
「
万
鉄
五
郎
ー
生
涯
と
芸
術
」
日

S
⑮
（
同
誌
二
五
五
、

二
五
八
、
二
六
二
、
二
七
二
、
二
九
0
号。

昭
和
四
十
三
年
一
月
＼
同
四
十
八
年
十

一
月）
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（
『
東
京
国
立
近

や
田
中
淳

「萬
鉄
五
郎
研
究
序
説
ー
_
―
九
―

-s一
九
一
七
」

代
美
術
館
紀
要
』
第
一
号
。
昭
和
六
十
二
年
）
な
ど
の
論
文
で
は
特
に
萬
鉄
五
郎
と

の
関
係
に
お

い
て
こ
の
展
覧
会
の
こ
と
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の

洋
画
界
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
斉
藤
与
里
、
高
村
光
太
郎
ら
新
帰

朝
者
の
文
筆
活
動
を
発
端
に
印
象
派
、
後
期
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
そ
の

他
新
傾
向
絵
画
が
続
々
と
移
植
さ
れ
、
革
命
的
変
化
を
と
げ
る
。
特
に
後
期
印

象
派
は
従
来
の
外
光
派
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
飽
き
足
り
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た

青
年
た
ち
を
強
く
引
き
つ
け
、
彼
ら
を
し
て
個
性
、
自
我
を
絵
画
表
現
の
基
本

に
置
く
方
向
に
向
か
わ
し
め
た
が
、
そ
れ
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
ア
プ
サ
ソ
ト

同
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

本
校
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
明
治
三
、
四
十
年
代
に
は
卒
業
生
や
生

徒
の
間
に
種
々
の
小
団
体
が
生
ま
れ
、
展
覧
会
を
開
い
て
い
る
。
丹
青
会
（
日

本
画
科
卒
業
生
。
三
十
二
年
）
、
彫
塑
会
（
彫
刻
科
卒
業
生
。
同
年
）
、
元
声
会
（
日
本
画

科
卒
業
生
中
心
。
三
十
三
年
）
、
パ
レ
ッ
ト
倶
楽
部
（
西
洋
画
科
生
徒
お
よ
び
卒
業
生
。

同
年
）
、
東
京
美
術
学
校
関
西
同
窓
会
（
各
科
卒
業
生
。
三
十
五
年
）
、
彫
塑
同
窓
会

（
彫
刻
科
卒
業
生
。
三
十
八
年
）
、
彩
友
会
（
盛
岡
在
住
各
科
卒
業
生
。
同
年
）
、
コ
ス

モ
ス
会
（
西
洋
画
科
四
十
三
年
卒
業
生
。
四
十
三
年
）
、
凡
々
会
（
日
本
画
科
生
徒
。
同

年）
、
赤
甕
会
（
西
洋
画
科
四
十
四
年
卒
業
生
。
四
十
五
年
）
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

一
応
表
現
上
の
主
義
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
団
体
は
彫
塑
会
と
元
声

会
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
ア
プ
サ
ン
ト
同
人
た
ち
の
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
美
術
史
上
か
ら
見
て
も
、
ま
た
、
学
史
上
か
ら
見
て

も
、
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
に
は
興
味
深
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

の
実
態
と
な
る
と
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
も
、
上
記
の
岡
論
文
に
「
會
の
人
々
は
何
れ
も
来
年
〔
四
十
五
年
〕
卒
業

豫
定
の
美
術
學
校
の
生
徒
逹
で
、
萬
鐵
五
郎
、
廣
島
新
太
郎
〔
晃
甫
〕
、
平
井

為
成
、
山
下
鐵
之
輔
逹
で
あ
っ
た
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
陰
里
論
文
、
田
中
論
文

に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
典
拠
は
不
明
で
、
そ
の
上
、
主
要
メ
ソ
バ

ー
の

川
路
柳
虹
（
大
正
二
年
卒
業
）
の
名
前
が
落
ち
て
い
る
。
出
品
作
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
把
握
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、
今
後
大
い
に
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
そ
の
活
動
の
経
緯
を
辿
っ
て
み
て
お
き
た
い
。

当
時
の
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
を
見
る
と
、
ア
プ
サ
ン
ト
同
人
に

関
係
あ
る
記
事
が
最
初
に
出
て
い
る
の
は
第
九
巻
第
三
号
（
明
治
四
十
三
年
十
二

月
）
の
「
我
友
の
声
」
欄
で
、
こ
こ
に
「
P
R
K
」（
川
路
柳
虹
。
獨
頁
参
照
）
が
、

▲
此
間
〔
生
徒
〕
控
所
と
廊
下
へ
「
ア
プ
サ
ン
ト
小
集
」
と
云
ふ
素
敵
な
廣

告
が
出
た
の
で
多
く
の
人
は
「
何
ん
だ
」
と
云
つ
て
誘
っ
た
。
こ
の
問
に
到

し
て
僕
は
簡
箪
に
説
明
を
し
て
置
く
、

「
ア
ブ
サ
ン
ト
」
と
云
ふ
の
は
「
正

宗
」
と
云
ふ
と
同
じ
く
酒
の
名
で
あ
る
。
佛
蘭
西
の
酒
の
名
な
の
だ
。
夫
れ

丈
け
で
は
解
る
ま
い
が
こ
れ
を
正
宗
よ
り
も
燒
酎
よ
り
も
ウ
イ
ス
キ
ー
よ
り

も
強
い
酒
な
の
だ
と
云
ふ
と
こ
の
會
は
酒
飲
み
の
競
争
會
か
と
云
ふ
と
決
し

て
左
様
で
な
い
、
否
一
滴
も
「
酒
」
な
る
も
の
は
飲
み
得
ざ
る
臆
病
者
も
多

く
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
會
合
で
は
決
し
て
ま
だ
酒
を
飲
ん
だ
事
は
な
い
の

だ
。
で
は
ど
う
云
ふ
の
か
と
云
ふ
と
こ
れ
は
只
在
校
文
藝
同
好
者
の
雑
談
會

な
の
で
あ
る
。
恐
ろ
し
い
氣
焔
の
奴
ば
か
し
寄
る
の
で
質
際
ア
プ
サ
ン
ト
に

酔
っ
た
以
上
に
酔
つ
て
終
ふ
の
で
あ
る
。
元
の
お
こ
り
は
日
本
聾
の
新
進
氣

鋭
の
某
、
某
氏
三
名
が
新
し
い
試
み
の
装
飾
聾
挿
壷
の
回
覧
誌
を
こ
し
ら
へ

て
「
ア
ブ
サ
ン
ト
」
と
命
名
し
た
の
が
始
め
で
、
此
會
合
か
ら
同
志
が
ふ
え

て
一
種
の
座
談
會
を
起
し
た
の
が
そ
も
／
＼
で
あ
る
、

「
ア
プ
サ
ン
ト
」
は
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二
琥
ま
で
出
て
ゐ
る
。
天
下
一
品
の
も
の
で
あ
る
。
今
度
は
版
聾
琥
を
出
す

計
聾
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
人
が
甕
い
て
彫
つ
て
刷
ら
う
と
云
ふ
の
だ
。
會
合

は
殆
ん
ど
毎
月
あ
る
。
大
婁
多
く
集
る
時
が
あ
る
、
誰
で
も
い

4

の
だ
、〔誰

〕

『
ホ
ラ
の
會
』
と
名
を
つ
け
た
事
も
あ
る
、
『
ホ
ラ
』
の
吹
き
た
い
人
は
進

で
も
来
て
い
4

の
で
あ
る
。
會
費
は
白
銅
二
つ
か
三
つ
位
の
持
ち
よ
り
で
番

茶
と
菓
子
位
の
御
馳
走
だ
。
こ
れ
は
文
學
部
の
座
談
會
と
見
る
可
き
も
の
な

の
だ
か
ら
大
に
来
て
も
ら
い
た
い
の
だ
。
因
に
来
年
か
ら
は
有
志
の
某
々
氏

が
よ
っ
て
在
来
の
俳
句
會
と
云
っ
た
も
の
以
外
に
短
歌
會
〔
明
治
四
十
五
年

初
夏
結
成
の
鴨
妬
草
会
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
〕
を
起
す
と
云
ふ
。
大
に
望

ま
し
い
。
こ
う
し
て
吾
々
の
姉
妹
藝
術
に
近
し
く
し
て
ゆ
く
こ
と
が
如
何
に

愉
快
で
且
つ
有
盆
で
あ
る
か
？
…
…
と
効
能
を
吹
き
立
て
4

「
ア
ブ
サ

ン
ト

小
集
」
を
紹
介
し
て
お
く
。

と
い
う
文
を
寄
せ
て
い
る
。
明
治
四
十
年
設
立
の
校
友
会
文
学
部
の
活
動
や
川

路
柳
虹
そ
の
他
の
活
躍
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
右
の
文
に
よ
る
と
、

四
十
三
年
頃
に
は
こ
の
文
学
部
の
な
か
に
さ
ら
に
文
芸
愛
好
生
徒
た
ち
の
グ

ル

ー
プ
が
で
き
、

「
ア
プ
サ
ン
ト
小
集
」
と
称
す
る
自
由
な
会
合
を
毎
月
開
き
、

番
茶
と
菓
子
だ
け
で
互
い
に
気
焔
を
あ
げ
、
回
覧
誌
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
日
本
画
科
の
新
進
気
鋭
の
三
名
、
つ
ま
り
、
文

学
部
で
活
躍
が
顕
著
で
あ
っ
た
川
路
柳
虹
、
広
島
晃
甫
、
伊
藤
順
三
で
あ
っ

こ。t
 次

い
で
校
友
会
月
報
第
九
巻
第
五
号
（
四
十
四
年
三
月
）
の
「
我
友
の
声
」
欄

で
は
「
L
、
L
、
L
」
な
る
人
が
ア
プ
サ
ン
ト
会
を
拡
張
し
て
大
川
端
あ
た
り

に
カ
ッ
フ
ェ

ー
か
バ
ー
を
作
っ
て
美
校
生
が
自
由
に
愉
快
に
談
話
が
で
き
る
よ

（
四
十
四
年
五
月
十
八
日
『
読
売
新
聞
』
）

う
に
し
、
展
覧
会
も
開
こ
う
で
は
な
い
か
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
呼

び
か
け
が
実
を
結
ん
で
ア
ブ
サ
ソ
ト
同
人
小
品
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。こ

の
展
覧
会
は
新
聞
に
割
合
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
た
。

〇
ア
プ
サ
ン
ト
同
人
展
覧
會

美
術
學
校
洋
霊
科
を
中
心
と
せ
る
有
志
よ
り

な
る
「
ア
プ
サ
ン
ト
同
人
」
は
本
月
廿
、
廿
一
の
両
日
本
郷
―帝
大
前
パ
ラ
ダ

イ
ス
に
て
小
品
甕
展
覧
會
を
催
す
と
因
み
に
同
會
は
以
後
バ
ア
に
披
り
て

隈
々
展
覧
會
を
催
し
同
人
の
自
由
な
製
作
を
示
す
と
共
に
九
月
よ
り
「
卓

上
」
を
焚
行
す
と

0
赤
門
前
の
展
覧
會

『
こ
れ
は
只
、
若
い
感
情
に
生
き
て
み
た
い
若
い
美
術
家
の
或
る
コ
レ
ク
・
ゾ

ご

ざ

ご

ざ

ヨ
ン
で
ム
い
ま
す
、
ど
う
せ
見
て
頂
く
や
う
な
も
の
は
無
い
の
で
ム
い
ま

す
、
然
し
若
い
も
の
4
夢
み
て
ゐ
る
心
と
新
ら
し
い
藝
術
に
生
き
た
い
願
望

と
を
見
て
戴
け
ば
足
り
ま
す
、
そ
の
中
に
芽
ぐ
ん
で
ゆ
く
「
個
性
」
の
素
顔

と
生
命
と
を
見
て
頂
け
ば
足
り
ま
す
』
是
は
美
術
學
校
の
十
幾
人
の
生
徒
か

ら
成
立
つ
て
居
る
ア
プ
サ
ン
ト
會
の
告
白
の
一
節
で
有
る
本
郷
赤
門
前
の

西
洋
料
理
屋
。ハ
ラ
ダ
イ
ス
を
借
り
て
廿
、
廿
一
の
二
日
間
七
十
黙
近
く
の
作

品
を
陳
列
し
て
居
る
其
他
に
故
青
木
繁
氏
の
作
品
が
二
貼
あ
る
肖
像
に

『
か
つ
て
學
校
に
在
り
し
時
』
と
聾
布
の
端
に
聾
い
た
言
葉
も
悼
ま
し
い

他
の
一
貼
を
見
て
は
好
い
聾
だ
惜
し
い
事
を
し
た
と
思
っ
た
若
い
人
の
作

品
は
微
笑
し
て
居
る
老
い
た
る
技
巧
を
嘲
笑
し
て
居
る
若
い
人
の
夢
は
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（
同
年
同
月
二
十
一
日
『
日
本
』
）

△
ア
ブ
サ
ン
同
人
展
覧
會
が
本
郷
帝
大
前
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
あ
る
こ
れ
は

美
術
學
校
生
の

日
本
聾
科
、
西
洋
霊
科
の
始
め
た
展
覧
會
で
仲
々
面
白
い

殊
に
日
本
聾
科
の
川
路
誠
君
や
廣
島
新
太
郎
君
逹
も
油
綸
や
ゴ
ア
ッ
シ
で
ル

ノ
ア
ー
式
や
セ
ザ
ン
式
を
盛
に
試
み
て
ゐ
る
の
は
一
寸
驚
い
た

（
同
年
同
月
二
十
五
日
『
帝
国
新
報
』
）

ア
ブ
サ
ソ
ト
同
人
聾
會
正
宗
得
三
郎

〔中
略
〕
僕
の
行
っ
た
時
は
、
狭
い
二
階
は
殆
ん
ど
學
生
で
一
杯
で
あ
っ

た
、
新
ら
し
い
藝
術
は
、
新
ら
し
い
人
の
集
合
を
得
、
若
い
人
は
若
い
人
の

集
合
を
得
る
の
は
自
然
の
源
則
で
あ
る
。

〔
ニ
ュ

〕

周
園
の
ニ
ー
ト
ラ
ル
チ
ン
ト
の
幕
は
餘
り
い
4
色
で
は
な
か
っ
た
、
會
と
の

〔
マ
マ

〕

調
和
を
鋏
い
で
ゐ
る
、
八
角
形
の
林
檎
や
、
ボ
ン
や
り
し
た
裸
鉢
や
、
五
色

の
色
が
段
だ
ら
に
重
な
っ
て
、
目
の
無
い
女
や
、
光
に
晒
さ
れ
た
、
緑
の
木

〔
マ
マ

〕
は
み
だ

立
が
あ
る
、

コ
バ
ル
ト
や
、
ガ
ラ
ン
ス
ガ
食
出
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
か
ら
狭
い
暗
い
梯
子
段
を
上
つ
て
三
階
に
行
く
と
會
の

K
君
や
、
A
君

が
ゐ
ら
れ
た
。

前
面
に
大
き
な
目
を
し
た
、
口
唇
の
厚
い
、
育
木
繁
君
の
自
聾
像
が
あ
る
。

ラ
イ
ト
レ
ッ
ド
や
バ
ン
ド
シ
ソ
ナ
ー
や
、
ビ
チ
ウ
メ
ン
が
、
こ
4

で
は
殊
更

そ
ば

に
色
深
く
見
せ
た
、
そ
の
傍
に
同
氏
の
黄
泉
比
一
艮
坂
が
あ
る
。

そ
の
左
右
に
ル
ノ
ア
ー
ル
の
「
小
本
」
や
、
ド
ガ
ー
の
「
浴
み
」
の
｛
島
員
が

〔
林

忠

正
ヵ
〕

あ
る
。
會
の

K
君
に
聞
く
と
こ
の
原
聾
は
、
林
某
氏
が
所
蔵
せ
ら
れ
て

ゐ

華
や
か
だ

る
、
ま
だ
他
に
澤
山
あ
る
相
だ
、
こ
ん
な
會
に
で
も
借
し
て
見
せ
た
ら
い
4

の
に
。」

K
君
や
、
A
君
と
二
階
に
下
り
て
、
食
堂
に
這
込
ん
だ
、
そ
こ
に

は
、
ア
プ
サ
ソ
に
酔
つ
て
臥
て
ゐ
る
人
や
、
唄
つ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
。
淡
宵

い
盃
や
、

黄
金
色
を
し
た
盃
や
、
赤
い
イ
チ
ゴ
を
盛
っ
た
皿
や
、
赤
い
顔

は
、
ア
ン
プ
レ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
書
一
を
見
る
様
だ
。
窓
の
向
に
大
學
の
赤
煉
瓦

の
建
物
が
、
青
い
木
立
の
間
に
強
い
ハ
ル
モ
ニ
ー
を
描
て
ゐ
る
、
此
頃
の
夜

は
霧
が
立
ち
込
め
て
ウ
イ
ス
ラ
ー
の
霊
の
様
だ
と
隣
で
話
し
て
ゐ
る
。

若
い
人
、
若
い
物
、
若
い
藝
術
、
氣
持
の
い
4
も
の
で
あ
る
、
何
日
迄
も
酔

っ
た
ア
プ
サ
ソ
の
香
が
失
せ
ず
に
ゐ
ら
れ
る
事
を
祈
つ
て
ゐ
る
。

（
同
年
同
月
二
十
九
日
『
読
売
新
聞
』
）

校
友
会
月
報
に
も
勿
論
こ
の
展
覧
会
の
こ
と
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

第
九
巻
第
八
号
（
四
十
四
年
六
月
）
の
「
た
、
か
生
」
（
田
辺
孝
次
）
に
よ
る
「
白

百
合
会
と
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
洋
画
展
覧
会
」
と
題
す
る
批
評
で
あ
る
。
こ
れ
は

同
時
期
に
開
か
れ
た
彫
刻
科
有
志
に
よ
る
白
百
合
会
展
と
ア
プ
サ
ン
ト
会
展
を

対
比
し
つ
つ
論
じ
た
も
の
で
、
ア
プ
サ
ン
ト
会
に
つ
い
て
は
、
強
烈
な
刺
激
を

与
え
る
も
の
で
あ
り
、
対
社
会
的
気
分
す
な
わ
ち
意
志
表
示
を
有
し
て
お
り
、

斬
新
奇
抜
で
あ
る
が
、
善
く
言
え
ば
新
し
い
試
み
の
自
由
大
胆
な
発
表
で
は
あ

る
も
の
の
、
悪
く
言
え
ば
写
真
版
複
製
の
研
究
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
出
品
者
が
多
す
ぎ
て
煩
雑
で
あ
っ
て
、

一
種
の
お
祭
り
騒
ぎ
に

近
い
こ
と
や
、
会
と
何
の
ゆ
か
り
も
な
い
青
木
繁
の
遺
作
な
ど
も
並
べ
た
こ
と

を
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
展
覧
会
に
は
ル
ノ
ア
ー
ル
や
セ
ザ
ン
ヌ
の

作
風
に
倣
っ
た
作
品
な
ど
、
斬
新
な
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
、
会
場
が
学
生
で
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い
っ
。
は
い
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
画
科
の
晃
甫
や

柳
虹
が
油
絵
や
グ
ワ
ッ
シ
ュ
で
制
作
し
た
と
い
う
の
は
、
日
本
画
、
西
洋
画
な

ど
と
い
う
障
壁
を
無
視
し
て
新
し
い
芸
術
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
若
々
し
い
気
持

の
現
わ
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
青
木
繁
の
遺
作
二
点
は
卒
業
制
作
の
自
画
像
と

「
黄
泉
比
良
坂
」
の
こ
と
で
、
本
校
か
ら
借
り
出
し
て
展
示
し
た
ら
し
い
。

「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
を
東
京
勧
業
博
覧
会
（
四
十
年
三
月
）
に
出
品
し

た
の
を
最
後
に
郷
里
の
久
留
米
に
去
っ
た
青
木
が
落
塊
の
う
ち
に
病
死
し
た
の

は
こ
の
展
覧
会
よ
り
ニ
ヶ
月
前
の
こ
と
で
、
蒲
原
有
明
ら
友
人
た
ち
が
新
聞
に

こ
の
天
オ
の
悲
劇
的
な
死
を
悼
む
文
を
寄
せ
た
の
も
ま
だ
記
憶
に
新
し
か

っ
た

筈
で
あ
る
が
、
敢
え
て
こ
れ
ら
を
展
示
し
た
の
は
青
木
の
芸
術
に
対
す
る
共
感

を
表
明
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
田
辺
孝
次
が
同
人
た
ち
と
何

の
ゆ
か
り
も
な
い
青
木
の
遺
作
を
並
べ
た
と
し
て
非
難
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ

た
が
、
校
友
会
月
報
第
十
巻
第
一
号
に
は
「
ア
プ
サ
ン
ト
小
僧
」
と
「
も
う
一

つ
の
小
僧
」
の
反
論
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
同
人
の
「
K
君
」
は
青

木
と
長
く
起
居
を
共
に
し
て
い
た
と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
展
覧
会
を
開
く
に
は
そ
れ
相
当
の
準
備
が
要
る
が
、
一

体
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
後
期
印
象
派
の
研
究
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
鍋
井
克
之
は
『
中
央
美
術
』
第
六
巻
第
四
号
（
大
正
九
年
四
月
）

の
広
島
晃
甫
論
特
集
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
ぎ
発
言
を
し
て
い
る
。

今
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
榜
働
問
題
の
や
う
に
、
そ
の
頃
で
は
後
期
印
象
振

と
云
ふ
も
の
が
美
術
界
の
危
険
思
想
と
見
倣
さ
れ
て
居
た
。
私
逹
仲
間
の
美

術
學
校
の
生
徒
等
は
毎
日
教
室
に
這
入
っ
て
も
何
と
な
く
落
着
い
た
態
が
な

く
、
中
に
は
モ
デ
ル
の
寓
生
な
ど
を
静
か
に
や
っ
て
居
ら
れ
な
い
で
、
朝
か

ら
文
庫
に
潜
り
込
ん
で
は
、
貧
弱
な
圏
書
の
中
か
ら
新
し
い
洋
書
の
窯
員
版

と
首
つ
引
を
し
て
一
日
を
過
し
て
了
ふ
様
な
者
も
あ
っ
た
。
丁
度
そ
の
頃
か

ら
解
剖
的
用
器
霊
法
的
に
見
た
も
の
4
比
較
や
寓
形
と
云
ふ
も
の
が
、
全
然

も
の
さ
し

物
尺
的
の
見
方
か
ら
解
放
せ
ら
れ
か
4

つ
て
来
た
。
寸
法
の
物
尺
の
換
り
に

心
の
魂
の
物
尺
で
も
の
を
｛
島
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
様
な
自
覺
が
若
い

盪
家
の
頭
に
芽
出
す
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
が
學
校
の
二
三
年

の
時
分
と
思
は
れ
る
が
、
さ
う
云
ひ
な
が
ら
に
も
、
ま
だ
／
＼
そ
の
革
命
に

典
す
る
者
は
全
憫
か
ら
見
て
は
極
く
少
敷
の
者
に
限
ら
れ
て
居
た
の
は
云
ふ

〔
う
ち
〕

迄
も
な
い
、
そ
の
中
に
『
日
本
甕
に
大
愛
新
し
い
人
が
二
三
人
集
つ
て
特
別

な
研
究
を
し
て
居
る
者
が
あ
る
』
と
云
ふ
尊
が
私
逹
の
洋
聾
の
方
の
数
室
に

迄
聞
え
て
来
た
。
そ
の
後
の
事
で
あ
る
が
、
或
日
私
が
何
の
氣
な
し
に
日
本

聾
の
数
室
を
覗
く
と
、
誰
も
居
な
い
室
の
中
に
、
二
三
枚
の
木
炭
の
人
物
霊

が
つ
い
ぞ
見
な
れ
ぬ
奇
怪
な
描
法
で
聾
き
か
け
て
あ
る
の
を
見
て
驚
い
た
。

全
く
私
は
初
め
は
フ
ッ
ト
一
人
で
吹
ぎ
出
し
さ
う
に
な
っ
た
程
妙
な
も
の
に

そ
れ
を
感
じ
た
。
西
洋
聾
科
に
居
た
私
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
木
炭
霊
が
描

い
び
つ

け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
仕
方
な
し
に
、
歪
に
ゆ
が
み
曲
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と

云
ふ
氣
が
し
た
が
、
然
し
そ
れ
に
し
て
も
何
か
の
面
白
さ
が
そ
の
曲
り
ひ
ね

く
れ
た
中
に
潜
ん
で
居
る
や
う
に
も
思
へ
た
。
そ
の
奇
怪
な
聾
が
先
き
の
唸

の
新
し
い
日
本
甕
科
の
生
徒
の
作
品
で
、
そ
の
中
の
―
つ
が
晃
甫
廣
島
新
太

郎
君
の
箱
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
―
二
年
す
る
中
に
は
世
間
で
も
後
期
印
象
派
が
危
険
な
も
の
で

は
な
い
と
云
ふ
事
が
段
々
解
つ
て
来
た
。
ア
ブ
サ
ン
ト
と
か
フ
ユ
ウ
ザ
ン
と

か
云
ふ
革
命
的
な
展
覧
會
も
開
か
れ
た
。
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日
本
画
科
で

「
特
別
な
研
究
」
つ
ま
り
後
期
印
象
派
の
研
究
を
し
て
い
た
ニ

三
人
と
い
う
の
は
鍋
井
が
名
前
を
あ
げ
て
い
る
晃
甫
と
、
そ
の
仲
間
の
川
路
柳

虹
、
伊
藤
順
三
ら
で
あ
っ
た
（
中
村
岳
陵
も
の
ち
に
加
わ
っ
た
ら
し
い
）
。
こ
の
三

人
は
卒
業
制
作
の
際
も
揃
っ

て
斬
新
奇
抜
な
作
品
を
描
い
た
が
、
彼
ら
は
新
し

い
作
風
を
教
室
で
早
く
か
ら
試
み
て
い
た
ら
し
い
。
鍋
井
（
四
十
三
年
四
月
入
学
）

は、

自
分
が
そ
れ
を
知
っ
た
の

は、

二
、
三
年
の
時
分
、

つ
ま
り
四
十
四
、
五

年
頃
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い

る
が
、
実
際
は
も
っ
と
早
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
柳
虹
ら
が
四
十
三
年
四
月
の
「
緑
色
の
太
陽
」
に
強
い
刺
激
を
受
け
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
が
、
新
し
い
作
風
の
研
究
は
そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

柳
虹
ら
は
洋
書
の
写
真
版
な
ど
を
手
懸
り
に
躍
起
と
な
っ
て
研
究
し
た
ら
し

い
。
当
時
、
本
校
の
文
庫
が
購
入
し
て
い
た
外
国
雑
誌
と
い
え
ば

A
r
t
J
o
u
r
,
 

n
a
l
,
 G

a
z
e
tt
e
 d
e
 B
e
a
u
xー
A
r
t
s
,
Int
e
r
n
a
tion
a
l
 S
t
u
d
i
o
,
 A

r
t
 
e
t
 

D
e
c
o
r
a
t
i
o
n
,
 C

h
r
o
n
i
q
u
e
 d
e
s
 
A
r
t
な
ど
を
含
む
二
十
数
種
で
あ
る
。
熱

心
の
余
り
、
こ
う
し
た
洋
書
や
、
あ
る
い
は
和
書
か
ら
挿
絵
を
剣
ぎ
取
っ
て
停

学
に
な
っ
た
の
が
晃
甫
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
鍋
井
克
之
が
前
掲
書
の
な

か
で
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。

丁
度
彼
が
學
校
を
卒
業
〔
四
十
五
年
〕
せ
ん
と
す
る
間
際
の
出
来
事
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
頃
學
校
の
圏
書
閲
覧
室
の
書
物
の
中
の
挿
紺
が
時
々
剥
ぎ
取
ら

れ
て
困
る
と
云
ふ
事
が
数
務
の
人
逹
の
中
で
の
問
題
に
さ
れ
て
居
た
。
そ
れ

が
ど
う
も
い
つ
も

OO覧
室
で
本
を
見
な
が
ら
悠
々
と
し
て
悪
び
れ
た
風
も
な

く
、
自
分
の
好
む
が
ま
4

に
剣
が
し
て
居
る
學
生
を
時
折
見
た
と
云
ふ
人
が

あ
っ
て
、
到
頭
そ
の
疑
ひ
が
彼
に
か
4

つ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
校
長
が
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一
日
彼
を
呼
び
出
し
て
、

『
藝
術
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
若
し
や
そ
ん
な
事
が

―
二
度
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
な
ら
ば
公
に
し
な
い
で
演
し
た
い
か

ら
』
と
云
ふ
風
に
彼
を
暗
に
諭
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と
彼
は
そ
の
翌
日

自
ら
校
長
の
前
に
現
れ
て
『
ハ
イ
こ
れ
丈
け
で
す
』
と
云
つ
て
そ
の
剥
し
た

挿
綸
を
束
ほ
ど
校
長
の
机
の
上
に
投
げ
出
し
た
。
こ
れ
に
は
流
石
の
校
長
も

驚
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
う
云
ふ
風
に
堂
々
と
明
ら
さ
ま
に
事
を
破
つ

て
了
は
れ
て
は
、
も
う
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
で
、
今
度
は
校
長
の
方
で

仕
方
な
く
恐
る
／
＼
彼
を
と
う
／
~
幾
日
か
の

停
學
に
慮
罰
し
て
一
先
づ
事

が
治
っ
た
と
云
ふ
繹
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
件
は
正
木
直
彦
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
第
一
巻
（
昭
和
四
十
年
。
中
央

公
論
美
術
出
版
）
の
明
治
四
十
五
年
二
月
五
日
の
項
に
も
「
今
日
は
日
本
甕
科
数

員
の
會
議
を
召
集
し
て
文
庫
に
て
蔵
書
中
の
挿
聾
を
窃
取
せ
る
生
徒
の
慮
分
を

議
し
た
り
残
念
な
る
こ
と
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
晃
甫
は
停
学
を
命
ぜ

ら
れ
て
他
よ
り
三
ヶ
月
遅
れ
て
卒
業
し
た
。
た
だ
し、

そ
の
卒
業
制
作
「
玉
乗

り」

は
同
期
の
萬
鉄
五
郎
の
卒
業
制
作
「
裸
体
美
人
」
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
斬
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新
な
も
の
で
、
本
校
日
本
画
卒
業
制
作
の
な
か
で
も
抜
き
ん
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
画
風
の
研
究
は
ま
ず
日
本
画
科
の
生
徒
の
問
に
始
ま

り
、
そ
れ
が
西
洋
画
科
に
も
広
ま
っ
て
行
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
媒
介
と
な
っ
た

の
が
ア
プ
サ
ン
ト
小
集
で
、
萬
鉄
五
郎
な
ど
も
メ
ソ
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
、
萬
と
柳
虹
、
晃
甫
ら
の
交
流
の
場
は
ア
プ
サ
ソ
ト

小
集
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
灰
野
庄
平
は
前
出
広
島
晃
甫
論
特
集
の
な
か
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

廣
島
君
を
思
ふ
時
、
私
は
先
づ
自
分
の
學
生
時
代
〔
灰
野
は
帝
大
美
学
科

卒
〕
を
其
慮
で
過
し
た
千
駄
木
の
愛
静
館
を
連
想
し
て
来
る
。
夏
目
漱
石
氏

の
猫
の
家
の
員
向
で
太
田
の
森
を
挟
ん
で
森
鵡
外
氏
の
邸
が
あ
る
。
生
田
長

江
氏
の
超
人
社
と
呼
ん
で
居
た
城
の
様
な
家
も
一
丁
程
の
慮
に
あ
っ
た
。

年
上
の
人
で
は
千
葉
勉
君
、
佐
々
木
林
風
君
、
小
林
源
太
郎
君
な
ど
が
居

た
。
川
路
柳
虹
君
や
、
齋
藤
素
巖
君
や
江
口
涙
君
な
ど
は
み
ん
な
學
生
時
代

卒業制作広島新太郎（晃甫）筆
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だ
っ
た
。
三
木
露
風
君
、
柳
澤
健
君
、
山
宮
允
君
、
な
ど
も
来
た
。
昂
の
江

南
文
三
君
、
萬
造
寺
齋
君
、
江
馬
修
君
な
ど
も
よ
く
来
た
。
大
野
隆
徳
君
は

よ
く
マ
ン
ド
リ
ソ
を
抱
へ
て
来
た
。
水
島
爾
保
布
君
、
萬
鐵
五
郎
君
も
よ
く

話
し
込
ん
で
居
た
。
歌
人
の
半
田
一
艮
平
君
ヘ
ッ
ペ
ル
學
者
の
上
村
清
延
君
も

話
に
来
た
。
結
城
素
明
氏
も
立
寄
っ
た
。
ロ
ー
レ
ン
ス

先
生
が
や
っ
て
来
て

私
が
怪
し
げ
な
英
語
で
通
揺
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
此
家
は
私
に
と
つ
て

の
小
さ
い
ワ
イ
マ
ル
だ
っ
た
様
だ
。
私
が
築
術
上
の
コ
ソ
ヴ
ァ
ル
シ
ョ
ン
を

経
験
し
た
の
は
此
家
に
居
た
時
で
あ
る
。

廣
島
君
は
此
の
ワ
イ
マ
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
。
吾
々
は
廣
島
君
を
『
沈

欺
』
と
呼
ん
で
居
た
。
そ
の
頃
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
の
私
淑
者
だ
っ
た
私
が
、

い
つ
も
獣
つ
て
居
る
服
島
君
に
つ
け
た
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
、
い
つ
か
此
集
園

に
は
通
り
名
に
な
っ
て
居
た
。

こ
こ
に
結
城
素
明
の
名
も
登
場
し
て
い
る
が

、

柳
虹
の
「
追
憶
—
美
術
学
校

時
代
の
広
島
晃
甫
」
（
『
広
島
晃
甫
画
集
』
昭
和
三
十
年
。
広
島
希
求
子
）
に
よ
れ
ば
、

当
時
日
本
画
科
助
教
授
で
あ
っ
た
素
明
は
「
絵
画
、
こ
と
に
日
本
画
と
い
う
も

の
の
伝
統
的
技
術
と
新
し
い
芸
術
精
神
と
の
相
剋
苦
闘
の
境
地
を

自

分

で

開

拓
」
し
よ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
の
試
み
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
い
う
。

次
に
ア
プ
サ
ン
ト
同
人
の
会
の
結
末
で
あ
る
が
、
同
会
は
翌
大
正
元
年
十
二

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
博
多
の
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
会
社
跡
の
世
界
館
で

「ア
。フ
サ
ン
ト
」
洋
画
展
を
開
き
、
浜
哲
雄
、
萬
鉄
五
郎
、
川
路
柳
虹
、
藤
田

嗣
治
、
辻
永
、
太
田
三
郎
、
斉
藤
与
里
、
戸
張
孤
雁
ら
を
含
む
三
十
余
人
が
二

0
0点
余
り
の
油
絵
、
水
彩
画
、
バ
ス
テ
ル
画
、
半
切
画
な
ど
を
展
示
し、

同

時
に
青
木
繁
の
「
海
の
幸
」
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
以
下
一

0
数
点
の
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十
月
四
日
水
曜
日

美
術
學
校
瓶
立
二
十
三
年
目
の
紀
念
日
な
り

新
講
堂
に
於
て
紀
念
會
を
開
く
余
か
式
辟
の
後
に
近
こ
ろ
南
洋
ボ
ル
ネ
オ

よ
り
蹄
朝
せ
る
朝
倉
文
夫
将
来
物
を
示
し
て
旅
行
談
を
な
す
ベ
ル
ナ
イ
土

人
の
銅
器
各
種
は
其
雅
趣
云
ふ
へ
か
ら
さ
る
も
の
あ
り
其
製
作
も
亦
薄
手

（
熊
田
司
著
）
が
あ
る
。

雨

遺
作
を
展
示
し
た
（
『
青
木
繁

・
坂
本
繁
二
郎
と
そ
の
友
』
竹
藤
寛
。
昭
和
六
十
一
年
。

福
岡
ュ
ネ
ス
コ
協
会
。
ほ
か
）
。

こ
の
年
の
秋
に
は
斉
藤
与
里
、
萬
鉄
五
郎
ら
の

フ
ュ
ー
ザ
ソ
会
と
川
路
柳
虹
、
伊
藤
順
三
ら
の
行
樹
社
が
と
も
に
第
一
回
展
を

開
い
て
お
り
、
そ
の
両
方
の
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
「
ア
プ
サ
ン
ト
洋
画
展
」
に
出

品
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
た
ち
が
発
行
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
『
卓
上
』

(507
頁
『
読
売
新
聞
』
記
事
参
照
。）
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
れ
と
同
名
の
雑
誌
を
美

術
店
田
中
屋
の
田
中
喜
作
と
川
路
柳
虹
が
大
正
三
年
四
月
か
ら
約
一
年
間
発
行

し
て
い
る
。
そ
の
問
に
何
ら
か
の
関
連
が
あ
り
そ
う
だ
。
田
中
ら
の
『
卓
上
』

は
毎
号
富
本
憲
吉
の
木
版
画
を
表
紙
に
用
い
、
田
中
、
川
路
、
梅
原
龍
三
郎
、

斉
藤
与
里
、
岸
田
劉
生
、
石
井
柏
亭
と
い
っ
た
新
進
批
評
家
、
作
家
た
ち
が
執

筆
し
て
い
る
注
目
す
べ
ぎ
小
美
術
雑
誌
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
復
刻
版

『
卓
上
』
（
平
成
二
年
。
京
都
書
院
）
の
別
冊
「
解
説

・
総
目
次
」
に
懇
切
な
解
説

⑮

創
立
記
念
式
と
朝
倉
文
夫
の
講
話

明
治
四
十
四
年
十
月
四
日
、
新
築
講
堂
で
恒
例
の
創
立
記
念
式
が
行
わ
れ
、

朝
倉
文
夫
の
南
洋
見
聞
談
講
話
が
あ
っ
た
。
正
木
直
彦
は
『
十
三
松
堂
日
記
』

こ
、

t
 

と
記
さ
れ
て
お
り
、

十
月
二
十

四

日

火

曜

日

朝

倉

文

夫

来

訪

イ
よ
り
将
来
し
た
る
古
銅
タ
ソ

。ハ
ッ
シ
ー
レ
を
學
校
参
考
品
と
し
て
購
入
の

こ
と
を
決
定
す
〔
下
略
〕

と
も
あ
る
。

朝
倉
は
実
兄
渡
辺
長
男
が
井
上
馨
銅
像
製
作
を
受
託
し
た
際
に
そ
の
原
型
製

作
を
担
当
し
た
が
、
製
作
中
に
友
人
か
ら
南
洋
探
検
隊
参
加
に
誘
わ
れ
、
井
上

馨
の
援
助
を
受
け
て
明
治
四
十
四
年
二
月
二
日
に
出
発
。
ボ
ル
ネ
オ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ジ
ュ
パ
ン
、
ジ
マ
シ
ャ
等
に
滞
在
し
て
同
年
九
月
二
十
七
日
に
帰
国

し
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
巻
第
四
号
に
は
右
の
創
立
記
念

日
に
お
け
る
講
話
の
筆
記
を
多
少
布
桁
し
た
内
容
の
「
南
洋
の
話
」
と
朝
倉
が

持
ち
帰
っ
た
工
芸
品
お
よ
び
南
洋
風
俗
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

談
あ
り

に
し
て
技
巧
の
妙
を
見
る

ま
た
、

睛

同
氏
ボ
ル
ネ
オ
ブ
ル
ナ

餘
興
と
し
て
橘
流
筑
前
琵
琶

松
林
伯
知
の
講
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